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認知症の経過と利用できる支援について(認知症ケアパス)

●おかえりメール見守り協力員

●介護保険サービス（訪問介護、通所介護、グループホーム等）

●認知症高齢者事前登録制度　●認知症高齢者等個人賠償責任保険
●成年後見制度　●日常生活自立支援事業

●ひとり暮らし高齢者見守り配食サービス　●ひとり暮らし高齢者緊急通報システム　●あんしん見守りキーホルダー

●高齢者見守り支援事業

●認知症サポーター

●愛知県若年性認知症総合支援センター　●ハローワーク岡崎　●ボランティアセンター　

●認知症カフェ

●認知症介護勉強会

●認知症本人交流会

●地域包括支援センター　●かかりつけ医　●愛知県認知症電話相談　●愛知県若年性認知症総合支援センター　●専門医療機関

●岡崎市民病院認知症疾患医療センター

●認知症初期集中支援チーム
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認知症の経過と利用できる支援について(認知症ケアパス) 早い段階から認知症についての正しい知識を学び、そなえていきましょう。

●家族介護用品購入助成券（おむつ券）●訪問理美容サービス助成券

●おかえりメール見守り協力員

●介護保険サービス（訪問介護、通所介護、グループホーム等）

●認知症高齢者事前登録制度　●認知症高齢者等個人賠償責任保険
●成年後見制度　●日常生活自立支援事業

●ひとり暮らし高齢者見守り配食サービス　●ひとり暮らし高齢者緊急通報システム　●あんしん見守りキーホルダー

●高齢者見守り支援事業

●認知症サポーター

●愛知県若年性認知症総合支援センター　●ハローワーク岡崎　●ボランティアセンター　

●認知症カフェ

●認知症介護勉強会

●認知症本人交流会

●地域包括支援センター　●かかりつけ医　●愛知県認知症電話相談　●愛知県若年性認知症総合支援センター　●専門医療機関

●岡崎市民病院認知症疾患医療センター
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認知症とは？

どんな症状がある？
脳の働きが変化することで直接起こる「中核症状」と、不安や焦り、心身の不調、周囲
の適切でない対応などが加わると現れる「行動・心理症状」（BPSD）があります。適切
な治療や周囲のサポートによって「行動・心理症状」は軽減できます。

金銭管理が
難しくなる

約束を忘れる

記憶障害
ついさっきの
ことを忘れる

実行機能障害
段取りや計画が
立てられない

言語障害
言葉・適切な表現
が出にくくなる

見当識障害
日時、場所、

人等の状況把握困難

理解・判断力の障害
ものごとを考えたり、
判断に支障が出る

家電やATMが
使えなくなる

目的地にたどり
着けなくなる

車の運転が
苦手になる

家事や仕事の
段取りが悪くなる

物が無くなったと
強く動揺する

抑うつ 不安 怒りっぽくなる

排泄を失敗する
ことがある

認知症を知る

生活のしづらさ

脳の働きが変化することで直接起こる症状（中核症状）

行動・心理症状（BPSD)
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▶アルツハイマー型認知症
脳に異常なタンパク質が蓄積し、神経
細胞の破壊や脳の萎縮が起こることに
よって生じる認知症

 同じ質問を何度もする
 最近のことを忘れる など

▶血管性認知症
脳卒中が原因となって、脳の一部に障
がいを受けることで起こる認知症

 障がいを受けた部位によって症状
が異なる

 手足の麻痺がある など

▶レビー小体型認知症
脳に異常なタンパク質が蓄積し、神経
細胞が破壊されることで起こる認知症

 実在しない子どもや虫が見えると
言う

 手足が震える など

▶前頭側頭型認知症
脳の前頭葉や側頭葉が萎縮することで
起こる認知症

 周囲を顧みず自分本位な行動が目
立つ

 同じ行動を繰り返す など

健常

認知機能の低下 １年で５～15％が認知症に移行

生活習慣の改善を行えば、
１年で16～41％回復が可能

MCI
（軽度認知障害）

認知症
軽度～重度

認知症の代表的な種類と主な症状の特徴

「加齢によるもの忘れ」と「認知症」の違い

MCI（軽度認知障害）とは？

日常生活に大きな支障はない 日常生活に大きな支障がある

加齢によるもの忘れ 認知症のもの忘れ

認知症の原因となる病気は数多くあり、進行や症状のあらわれ方もそれぞれ異なります。

○　体験の一部を忘れる
○　ヒントがあると思い出す
○　時間、場所、人を間違えること　
　　がある

※今までと違うと感じたときは、早めの相談と受診をおすすめします。

MCI（軽度認知障害）とは、健常と認知症の中間にあたるグレーゾーンの段階をいいます。
症状は軽く、周囲の支えがあれば日常生活もさほど影響なく過ごせます。
また、MCI の段階で生活習慣の改善を行えば健常に戻ることも期待できます。

○　体験全体を忘れる
○　ヒントがあっても思い出せない
○　時間、場所、人などが分からな
　　くなる

ポイント！！
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認知症を早期発見・予防する

認知症に関連する14のリスク因子
認知症に関連する14 のリスク因子が判明しており、「高血圧」「過度の飲酒」「肥満」「高 LDL
コレステロール」「喫煙」「運動不足」「糖尿病」を改善し生活習慣病を予防することで、認知
症の発症を遅らせたり抑制する効果が期待できます。

薬 準備
する
期間

工夫
する
期間

認知症を
受け入れる

期間

早期発見が大切！

難聴教育不足

喫煙 高血圧 肥満 過度の飲酒 社会的孤立 大気汚染 視力低下

うつ病 頭部外傷 運動不足 糖尿病高LDL
コレステロール

2％

7％5％

1％ 3％

3％ 2％

2％ 5％

7％

1％ 2％

3％ 2％

幼少期 中年期（18〜 65歳）

中年期（18〜 65歳） 晩年期（65歳〜）

出典：「Dementia prevention, intervention, and care 2024」
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認知症を予防する
岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6837問合せ

規則正しい生活を心がけ、心も体も元気に過ごせるようにすることが大切です。

ウォーキングや自転車に乗るなどの有酸素
運動を無理なく継続して行いましょう。岡
崎ごまんぞく体操も取り入れましょう。

主食、主菜、副菜をそろえ、１日３食バラ
ンスよく食べましょう。食前に岡崎モグザ
えもん体操をすると、むせがなくなり飲み
込みやすくなります。

趣味に取組んだり、老人クラブや地域の催
しに参加したり、様々な活動を通して生活
を楽しみましょう。岡崎市が実施している
介護予防教室※もあります。

糖尿病、歯周病、認知症の関連性が分かっ
てきました。体や口の健診を年に一度は受
けて、異常がないか確認。異常があった時
には、医療機関を受診して病気を管理しま
しょう。

▲岡崎ごまんぞく
　体操・岡崎モグ
　ザえもん体操

寺子屋★脳きらり
認知症予防の体操やストレッチ、脳トレなどを行います。

頭と体の認知症予防スクール
認知症予防の脳トレーニングやコグニサイズ、講話などを10 回コースで行います。

送迎付き介護予防教室
自力で通いの場への参加が困難な方を対象にした、週１回２時間で提供する送迎付きの
介護予防教室です。

短期集中型通所サービス
住み慣れた地域で生活を送り続けることができるように、自立に向けた支援を行うサービ
スです。要支援認定者、または 65 歳以上で市が実施する基本チェックリストにより対象と
判断された方が利用できます。

生活のポイント

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6837問合せ※介護予防教室

運　動

食　事

社会参加

病気の管理



認知症になって、「できなくなったこと」よりも「できること」
や「やりたいこと」に目を向け、少しの工夫で補うことがポイ
ントです。一人で頑張りすぎず、自分の苦手になったことは周
囲に「手伝って」と助けてもらう勇気を持つことも大切な生活
の工夫の 1つです。

家族が認知症になったとき、誰しも
ショックを受け、とまどい、混乱に陥
ります。
受容にたどり着くまでの間には、とま
どい、混乱、割り切りなど様々な感情
が行ったりきたりを繰り返します。
認知症のある人の「あるがまま」を受
け入れられるようになるまでにはとて
も時間が必要です。一人で頑張らない
で、周りの力を活用し、介護者の認知
症への理解や気持ちの受容ができるよ
う工夫をしてみましょう。

07

認知症のある人の気持ちを知る

介護している人の気持ち

コラム



◦　まずは見守る
◦　余裕をもって対応する
◦　声をかける時は一人で
◦　後ろから声をかけない
◦　相手に目線を合わせてやさしい口調で
◦　おだやかに、はっきりした滑舌で
◦　相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応

認知症のある人は、認知症による生活
のしづらさを経験することで、気持ち
の面でも様々な影響を受けています。
認知症を正しく理解し、認知症のある
人が抱える不安や葛藤を理解してくれ
る人が増えれば、認知症のある人は
前向きな気持ちになることができ、認
知症になっても自分らしく生活するこ
とができます。

08

基本的施策：認知症の人に関する国民の理解の増進等

認知症のある人への接し方
接し方のポイント

接し方による変化
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相談・受診の流れ

岡崎市民病院認知症疾患医療センター　☎ 66-7474

専門医療機関

かかりつけ医
身近なかかりつけの医
師に相談しましょう。
必要に応じて専門医の
いる病院を紹介しても
らうことができます。

＊もの忘れ外来　＊脳神経内科　＊精神科
＊心療内科　　　＊脳神経外科　など

認知症の専門医療相談、診断などを実施し
ている医療機関です。
※受診は、かかりつけ医からの紹介による
　予約受診となります。 認知症疾患医療センターの

取組みは、P19 の巻末
インタビュー記事をチェック！

地域包括支援センター（裏表紙参照）

市が設置する高齢者の総合窓口です。認知症に関する
相談のほか、介護・医療など様々な相談に対応します。

認知症初期集中支援チーム
専門家チームが訪問し、適切な医療機関受診や介護
サービスにつなぐなど、早期対応を支援します。
まずは地域包括支援センターへ相談を。

もの忘れが気になる 認知症について
知りたい　予防したい

認知症の家族や知人
のことで相談したい
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その他の相談窓口

ーまずはかかりつけ医にご相談をー

認知症が疑われるサイン
以下のチェックリストを参考に、「認知症かもしれない」というサインに早めに気づき、かかり
つけ医や地域包括支援センター等に相談しましょう。

かかりつけ医は、健康のことを何でも相談できる身近な存在です。
認知症に不安のある方は、症状などの本人の状態とこれまでの経過を踏まえ専門医（認
知症疾患医療センターなど）を紹介してもらうことができます。
あらかじめ、かかりつけ医を持っておくことはとても大切です。

参考：国立長寿医療研究センター「認知症チェックリスト」
※この認知症チェックリストはあくまでも目安です。認知症の診断をするものではありません。

□ 同じ事を言ったり聞いたりする □ 慣れたところで道に迷った

□ 物の名前が出てこなくなった □ 財布を盗まれたという

□ 置き忘れやしまい忘れが目立ってきた □ ささいなことで怒りっぽくなった

□ 以前はあった関心や興味が失われた □ 蛇口、ガス栓の締め忘れ、火の用心がで
きなくなった

□ だらしなくなった □ 複雑なテレビドラマが理解できない

□ 日課をしなくなった □ 夜中に急に起き出して騒いだ

□ 時間や場所の間隔が不確かになった ３つ以上当てはまったら、まずは相談を！
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認知症のある人・ご家族が仲間をみつける
岡崎市では、認知症のある人同士やそのご家族同士が仲間をみつける場所として、認知症本人
交流会などを開催しています。

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147

問合せ

問合せ
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認知症とともに生きる時代へ

超高齢社会を迎えた昨今、認知症は誰もが
なりうるものとなりました。
認知症のある高齢者の数は、団塊ジュニア
世代が６５歳以上になり始める２０４０年には、
岡崎市で推計すると約2.1万人の見込みです。
つまり65 歳以上の岡崎市民５人に１人が認
知症になる可能性があります。

地域包括支援センター ( 裏表紙参照 )問合せ

岡崎市の認知症有病者数の推計

参考：厚生労働科学研究費補助金厚生労働科学特別研究事業
　　　「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」
　　　（平成 26 年度総括・分担報告書、研究代表者二宮利治、
　　　  平成 27 年３月）
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認知症のある人が「社会参加・はたらく」ために
今の勤務先で仕事を継続
配置転換や勤務時間の見直し、上司や同僚の理解とサポート
◦障がい者雇用に変更
◦商社勤務の方が通訳する　など

※ 65歳未満の方が対象となります。
愛知県若年性認知症総合支援センター ☎ 0562-45-6207問合せ

障がい者向けの支援事業所

就労支援の相談

商品加工や農作業などで賃金を得る、職員のサポート
◦ボールペンの組み立て　など

※当障がい福祉サービス (就労継続支援 )を利用するには、障がい福祉サービス受給者証の申請が
　必要です。(申請に当たっては、障がいの内容が分かる手帳などが必要です。)

岡崎市役所 障がい福祉課 ☎ 23-6853

ハローワーク岡崎 ☎ 52-8609

問合せ

問合せ

認知症の当事者だからできること
◦講演、当事者の相談にのる
◦認知症の政策を評価する　など

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147問合せ

デイサービスなどで、地域のボランティア
◦商店街の花壇の管理
◦保育園の子どもたちと一緒に時間を過ごす　など

ボランティアセンター ☎ 47-7955問合せ
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認知症のある人が安全に暮らすために

10 名以上の団体、学校、民間事業者での講座開催に
講師の派遣（無料）も行っています。

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147問合せ

ひとりでも多くの方が認知症について知り、住みよい
地域になるようできる範囲で手助けするのが役割です。

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147問合せ

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147問合せ

右のQRコードを読み取るか、市ホームぺージのサイ
ト内検索で「見守り協力員の登録」のページに記載の
メールアドレスに空メールを送信、その後に届くメー
ルにしたがって登録してください。

認知症のある人が行方不明になった際に配信される
メールからの情報により、可能な範囲で捜査にご協
力いただく方のことです。ご本人を見つけた場合は、
安全確保の上、岡崎警察署へ連絡をお願いします。
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岡崎市役所 介護保険課 ☎ 23-6683問合せ
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岡崎市の住民基本台帳に登録がある65歳以
上の高齢者で、認知症等により自ら外出し
て行方不明になる可能性のある方

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147問合せ

対象者

方方

「認知症高齢者事前登録制度」に登録されて
いる方で、同様の個人賠償責任保険に加入
していない方

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147

対象者

問合せ

岡崎市成年後見支援センター ☎ 47-8760問合せ

方

認知症により判断が難しくなった方を対象に、福祉サービスの手続きや日常的な金銭
管理の支援を行う事業です。

岡崎市社会福祉協議会 ☎ 47-8760問合せ日常生活自立支援事業
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生活支援を受ける

「人生会議」のススメ

わたしのこと

※利用条件等の詳細は、市ホームページをご確認ください。

介護サービス等の適切な支援を受ける

岡崎市役所 長寿課 ☎ 23-6147問合せ

75 歳以上のひとり暮らしの方に、１日１食、昼食または夕食の手渡しによる安否確認を行います。
ひとり暮らし高齢者見守り配食サービス

65 歳以上のひとり暮らしの方に、24 時間体制の専門業者につながる緊急通報装置を無償で設置・
貸与します。

ひとり暮らし高齢者等緊急通報システム

大規模災害時に一人では避難できず支援が必要な方（避難行動要支援者）として市に登録された
方にお渡しし、警察や消防本部が本人確認及び緊急連絡に役立てます。

あんしん見守りキーホルダー

要介護３以上の認定を持ち自宅で介護を受けている方に、紙おむつ等の購入助成券を支給します。
（要介護３の場合、他に要件あり）

家族介護用品購入助成券（おむつ券）

自分の気持ちやこれまでのことをうまく伝えることが難しくなるかもしれません。覚
書として記入したり、またこれからの生活をどのように送りたいのか、自分の思いを
確認したり、家族と話すきっかけにしてみませんか。

●最期まで暮らしていたい場所 ●これからも続けたいこと

要介護４以上の認定を持ち自宅で介護を受けている方に、理美容店が自宅に訪問しヘアカット等を
受ける際の助成券を支給します。

訪問理美容サービス助成券

「人生会議（ACP:アドバンス・ケア・プランニング）」とは、
もしもの時のために、自分が望む医療やケアについて、
前もって考え、繰り返し家族や医師など、信頼する方
と話し合い、共有する取組みのことです。認知症になっ
ても自分で自分のことを決められるよう、「人生会議」
を開いてみましょう。
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巻末インタビュー
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認知症は誰もがなり得ますが、認知症になったからといって何もできなくなるわけ
ではありません。誰もができること・やりたいことがあり、住み慣れた岡崎市で仲
間とつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし続けることができます。誰もが
互いに尊重し、自分らしく活躍できるまちを一緒につくっていきましょう。
安心して毎日を過ごすためのヒントについてお聞きしました。
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（桝田）病院で行われる「診断」はそれ自体
が目的ではなく、これからの
生活をどう維持していくか
を考えるための情報の一つ
です。ですから、まずは
日々の生活をよく知る「か
かりつけ医」の先生に相談し
ていただき、必要な時に認知症疾患医療セ
ンターを活用して、次のステップに進むた
めの材料を持ち帰ってほしいと思っていま
す。

「認知症かもしれない･･･」そう思った時、多くの人は不安で足を抱えます。しかし、岡
崎市民病院「認知症疾患医療センター」のスタッフは口を揃えます。「診断はゴールではなく、
その後の人生をどう生きていくかを考えるスタートライン」と。
同センターの桝田医師と医療ソーシャルワーカーの中野さんに、病院が果たす「入り口」と
しての役割についてお話を伺いました。
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「いらっしゃいませ !」と元気な声が響く、沖縄そばの店「ちばる食堂」。ここは、認知症と
診断された人たちがホールスタッフとして働く、全国的にも珍しい飲食店です。しかし、店
主の市川貴章さんは「認知症のある人のために」という物語を否定します。目指すのは認
知症になっても当たり前に働き、選択できる社会です。
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運営者の兵藤さんは語ります。「以前、ケ
アマネなどをしていた時、認知症や障がい
があっても『人の役に立ちたい』という強
い意思があるのに、社会から
の偏見でそれが叶わない
現状を見てきました。
だから、もっと自分の意
思で活動できる環境を作
りたかったんです」。
　その想いを後押ししたのは、認知症当事
者として活動する丹野智文さん

※
や、地域と

つながる活動をする実践者との出会いでし
た。ここでは、「認知症だから」「障がいが
あるから」と区切るのではなく、ひとりの
人として接します。すると、何年も片付け
ができなかった方が「新しい服が欲しい」
と買い物に出かけたり、家の中を片付け始
めたりと、自信を取り戻すことで生活全体
が良い方向に変わっていくのです。
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